






研究目的 

尿中オロット酸は,高アンモニア血症をきたす疾患のうちで,オルニチントランスカルバミ

ラーゼ欠乏症,シトルリン血症,アルギニン血症,リジン尿性タンパク不耐症などでその排

泄量が_増加する。これら疾患は高アンモニア血症を示す症例中半数以上も占め,尿中オロ

ット酸にて局アンモニア血症をスクリーニングする事は,非常に有用であると思われる。前

回我々は高速液体クロマトグラフィーによる,尿中オロット酸測定法を報告したが,この方

法では感度が低く,正常排泄量を検討する事は無理があった。そこで今回我々はAdachi の

方法に準じた比色法及びガスクロマトグラフィー質量分析機を用いた方法(GCMS 法)によ

り尿中オロット酸排泄量正常値を検討したので報告する。 


